
北方領土問題とは 

北方四島は、一度も外国の領土になったことのない
我が国固有の領土であるが、60年以上にわたって

ソ連・ロシアにより不法占拠されている。

※図はソ連の進撃経路

第２次世界大戦末期の 1945 年 8月9日、ソ

連は当時まだ有効であった中立条約を無視し

て対日参戦した。ソ連軍は、終戦後の 8月 18

日より千島列島への攻撃を開始し、31 日まで

に千島列島の南端であるウルップ島の占領を

完了した。

更にソ連軍の別の部隊が、8 月 28 日に択捉

島、9月1日から4日の間に国後島、色丹島

及び歯舞群島をそれぞれ武装解除し、遅くと

も9月5日までに、北方四島を占領した。

外務省「われらの北方領土 200８年度版」より作成

北方四島からの引き揚げの様子
（（社）千島歯舞諸島居住者連盟提供）

　当時、北方四島に住んでいた約 17,000 人の日本人の元島民のうち、約半数は自ら脱出したが、それ以外の
島民は、昭和 22 年から23 年にかけて、四島から強制退去させられ、サハリンでの抑留を経て、日本に送還さ
れた。
　歴史上、一度も外国の領土になったことがなく、歴史的、法的事実から見ても我が国固有の領土である北方
四島は、このような経緯によってソ連、ロシアにより不法に占拠されており、その返還は日本国民の悲願であ
る。


